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体験する つなぐ



発表者：廣瀬 絵理 氏
滋賀県立大学人間文化学部地域文化学科2025年３月卒業
卒業論文「滋賀県の平和教育について－滋賀県平和祈念館の歴史と取り
組みにみるダークツーリズムの批判－」を作成して見えてきたことにつ
いて発表していただきます。

10：30～ 演劇 「南樺太のさくら 悲痛の叫び」

発表者：能登川中学校３年生（2名）
数多くの特攻隊員が出撃をした地である知覧（鹿児島県）を今春

訪れ、学んだことや感じたことを発表していただきます。

当館で学校や団体向けに実施している平和学習が体験できます。兵士
が着用した鉄かぶとや焼夷弾などの実物資料に触れながら戦時中の滋賀
県について学んでみませんか。

開催中の企画展示「記憶の中の戦場・中国-滋賀県出身の兵士が見た
戦場と平和の灯-」の見るべきポイントやこだわりポイントなどを学芸
員がギャラリートークでご紹介します。

発表者
・由 堅太郎 氏
（ＮＨＫエンタープライズ近畿総支社エクゼクティブプロデューサー）、
・松山 秀行 氏（同社ディレクター）
シリーズの制作を手掛けた両氏。取材を通して感じた制作者の思い、

責務について、戦後８０年を迎える今、過去と現在を映像でつなぐ重要
性をお話しいただきます。

ひとこと

幼児から高校生までの21名で活動
しています。戦後８０年、合唱をとお
して平和の尊さを伝えられたらうれし
いです。

2025年3月から７月までの当館映画上映会上映作品を再上映します。

8/12
（火）

10:00 チェルノブイリ1986

13:30 52ヘルツのクジラたち

8/13
（水）

10:00 蟹工船

13:30 アンネ・フランクを忘れない

8/14
（木）

10:00 戦艦大和

13:30 スパイの妻

2025年3月に完成した滋賀に残る
戦争遺跡（湖東編）、戦争証言
202４の新作2作品を上映します。
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特

特

特
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※事前予約制

～あらすじ～

第二次世界大戦下、アメリカで極秘プ
ロジェクト“マンハッタン計画”に参加し
たJ・ロバート・オッペンハイマーは、優

秀な科学者たちを率いて世界初の原
子爆弾を開発する。しかし、原爆が実
戦で投下され、その惨状を聞いたオッ
ペンハイマーは深く苦悩するようになる。
その後、冷戦がおこり激動の時代の波
に飲み込まれていく・・・。

ひとこと

「北のひめゆり」とよばれている南樺太の真岡郵便通信局の女子国民
義勇隊の若き乙女たちが戦火に散った悲痛の叫びを劇で表現します。

ひとこと

戦争が長引くにつれて代用食が多くなってきました。今回
は米飯に代わって少量の米に炊き込まれた「じゃがいも
飯」を御賞味ください。

ひとこと

乙女浜区長の日誌を通して、銃後生活や区民相互の支え合い等、乙女
浜の戦時の暮らしに触れ、区民のご苦労に思いを馳せたいと思います。

ひとこと

①「戦後80年…動物と人間のちがい―戦争は人間のさがなのか」
前回（令和７年３月）の発表を下敷きに、その後の平和教養講座や書

籍から得た知識等を付加して戦後80年を振り返ります。
②「第二次世界大戦における大津の軍事用航空施設」
いわゆる戦前の軍事施設について、その実態を明らかにする一方、戦

後の制度においてどのように変化したかについて報告します。

12：30～ 戦時食再現 「戦中戦後の食糧難とじゃがいも飯」

14：00～ 手紙等解読
「能登川その銃後の暮らし
-昭和十九、二十年度日誌乙女浜区長事務所を通して-」

15：00～ 平和塾・つなぎ人 「活動報告」

ボランティアメンバー募集中
詳しくは、当館までお問合せください

8/1（金）午前９時予約受付開始
※観賞希望の方は事前に電話予約をしてください。定員
（午前・午後各部８０人）に達し次第、予約受付を終了します。
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